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12年 11月四日輔、

20名の会員が集まる orさ
辻、東海大学自
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地点、では、

ところにあり、

に折れた

しているO

初めに、大日累層を観察した。大日

体として海進期に堆積されたと考えられ、陸側

に新しい騒が堆積している。j寝中には、ハンモッ

ク状斜交層理や平行葉理、トラブ型斜交層理な

どが発達しているO ここでは、厚さ数十センチ

の灰色の砂泥互層が見られた。砂層には多くの

火山灰層を挟んでいる O

その後、付近の露頭を一巡した。 3番目

頭では、土方累層が見られた。土方累層は、海
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退期に堆積されたため、海側に新しく謄が重なっているO ここでは、灰白色のシルト層と黄土色の泥

との互層が見られ、貝化石が含まれていたO また、多くの火山灰層を挟んで、いる O 次の露頭では、

内の断層を観察することができた。ちょうど角地にあったため、断層留を両側から観察する

ことができた。

一巡したところで、柴会員から掛川層群上位層の層序についての説明があった。掛j![層群の層序を

解明するためには、火山灰の鍵層が重要な役割を果たす。柴会員らは、多くの新しい火山灰層を発見

し、 141層の火山灰層を確認し、離れた地域に分布する掛j[[層群について、各地層の屑序がより明らか

になったそうであるO

3 観察地2 (上屋敷西郷:掛JI[バイパス西郷 1C南西)

化石採集現場に到着する O 本観察地は、掛]I[市の区画整理地で、化おが含まれている呉化石層の上

部をユンボで掘削しであるため、化石の露天掘り場といった感があるO まず、クジラの化石が見つかっ

についての説明を聞いた。ここは、大日累層の一部で、約200万年前にこの地域に海

が広がっていた頃に堆積した地躍であるとのこと O 産出する化石から、水深は 100~200 mで海底は大

陸横外縁からそれよりも深い斜面であったそうだ。クジラの化石のほかに、サメの歯が40侶見つかっ

ており、掛Jl[賭群で見られる代表的な貝化石はほとんどが含まれている O めずらしいところでは、タ

コブネという貝が産出したそうである O これは、日本海備にはあるが、太平洋岸で見つかることは珍

しく、当時が今より暖かかったことの証拠にもなるO

さて、一行は当地で約2時間化石を掘り続けた。小学生や、静間大学へ留学しているタイ入、エチ

オピア人なども含め、全員で掘りに掘った。パンダブミガイ、ベンケイガイ、ベニグリ等々、かなり

きた。ところで¥お目当てのクジラの方は、東海大学の学生が2個の

と思われる化石Jを見つけた。

るとのことであった。

桂川i地区では、いたるところ

られるが、「現われては消え、

は泊えるoJといつ るという O

したがって、

し

し〉。

うことで

があったが、地学の楽しさを広く知つ

いた丈Jくために、一般の人にとっても

力的な催しにしていきたいものであるO

(本原稿の作成に当り、当日の資料「掛)11

化石堀に熱中する子供たち

の層序J(柴正博)より一部引用しました。)
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